
動物看護カギ担 労 駒 物 卸 務 k

動物香護学会
主 催 /日 本動物看護学会  共 催(幹事枚)/日本獣医生命科学大学 歓医学部 獣医保健看護学科

大会長/福 所秋雄(日本獣医生命科学大学 獣医学部 獣医保健看護学科 学科主任 ・基礎部門 教授)

開催日  2008年 7月 13日 (日)12:00～ 18:00

会 場  日 本獣医生命科学大学 動 物医療センター5F(東 京都武蔵野市)
」R中央椋 西貴ケ帥 換 底産境駅由0より掟歩2分 /京 療Rより中央演供遠で約 40分 窃寝鷲 り中央とは逮て的 20分

11:OO-11:30 第 14回 定時樽会 ホ姿姿Rは=出席くだ掛  打 1160-12100 閑 会あいさつ

12:00-12:40 比 較 雪 護 師 論 一その歴史と現状 そして未来一

池本卯典てぃぃとしヤめり>(日本獣医生命科学大学 学長)

12:45～ 14:20 勢 好雪詳動員 〈動物看護師の技術向上をめざして〉

1」 動ヽ物領域 における細 胸診―とのような時に、どのような標本を作ればいいの?―

皆上大吾(arぶ″h▼)(日本獣医生命科学大学 獣医学部 欧医保健看護学科 臨床部門 助教)

2感 染症 か らみた衡生管理一駒初病院における邸 的対策はどうすればいいの?―

青木得史(bsど。わ(日本猷医生命科学大学 獣医学部 獣医保健看謹学科 基礎部門 講師)

1 4 : 3 0～ 1 8 :∞
~般

演 題 発 表 勧 物看護のあり方を共に者えましょう〉

A学 生部門
1 中央駒伯専門学校の学習および駒輸飼古環境に対する空間消tの 嵐み/安西みづ秘(中央駒鞠ネ同学接)

2飼 育 ネヨにお ける尿 中 複 ■ 元 素 の 分 布 /傍 木智子(日本快医生命科学大学 はほ保使看理学科4年 生)

3素 耳 クラブ会 員 の ウ マに対 す るな 山 日 と /高 梨あに く日本はほ生命科学大学 欧医保億看産学科4年 生)

4猫 尿 歳 猫 の 管 理 に工 ぼ す ス トレス の 彰 年 につ い て/小 国民芸〈日本は区生命科学大学 獣医保は■獲学科4年生)

5強 における血滑 α十酸と出章白濃度の臨床的承とについて
/■ 内皇子〈日本は医生命科学大学 欧医保優■ほ学科4年生)

6傷 青経 験 の 遠 いによる子 犬 の 問題 行 駒 /細 井淳子(日本球医生命科学大学はほ禄健書産鞘 4年生)

B会 員部門
7ド ッグランに お けるイスの 要 注 意 行 動 につ い て/小 室ゆめ以 甲田表基子(東京農工大学大学院)

8七 ラど―用ホースとしての木骨■の行由学的およど遺伝学的解石/向山明手(日本は医生命科学大学)

9ノ ビパックワクチンのフエレットにおける安全佐嵐ほと航体応答について
/岩 塚持寺(お束科学大学大学確 アニマルサイエンス手攻)

10■ クラミジア症 に つ い ての ■ 腹 配 戯 /J収 知実(横浜」靖 のお廃 酌効■題顔)

1ヽ由 柏 病 院 白 楽 医 療 虜 桑 伯 の 現 状 /加 顧雅摩(九州保住福社大学 秦半額 的働生命珊 学科 教授 学科長)

12犬 の構間板ヘルニアの手常後の■産について一領率を度lt画作成とクリニカル′くスの事八―

/河 原末厚子 西谷孝子〈広島県 西谷は底科窮院 本学会盟定動物■産師)

13程 両校ヘルニアに対して行つた行後のリハビリの―幌
/安 楽里左理くあいち夫猫医療センター 本学会呂定詢匂■出師)

4ヽ権 閣板ヘルニアの大へのリハビリテーションー人間の回位過程と比較・検樹する―

/財 頑麻英く標本県 t之 介助勧病院 働窃■登断)

15残 とお 賄 鮫 口)/喜 屋武孝子(埼玉県 みn3t台動勧病院 動物■態師)

16 シ ェ,レタ
ー ー

向 輸 を距 るということ in ARK― /清 山,一 脩 木原 う → 団"院 騎窃をま師)

17 大 学 病 院 に お けるホ スビスケア の 現 状 にD/日 村着業(持広=と 大4H4呂 宴古脅院 本学会口定め窃書獲師)

13大 学 窮 院 の 現 増 か ら出 来 ること(頓ョ)/畑 田麻友言(大阪府立大学 は医□床センター 本学会g定 勧効Tほ 師〕

19出 梅 ■ 産 技 青 に つ い てc定 )/逆 座a子 くつは 西際六ナ専門学枝徹臨 本学会罵定動転をと師)

20院 内 敏 育 とス タッフの 育 成 を考 える/瀬 戸時代は 島県 西谷は区科窮院 本学会盟定駒勧■臣師)

21駒 犠 に 日 わ る学 科 及 び 尋 攻 所 呂 の 1年 生 の な 演 胡 査 /紺 野克彦(九州保健福位大学 的窃生命薬科学科 准教授)

プログラム

●同合せ先●日本動物を臣学会 (事務局)TEL 03 529い 28卸  FAX 03 5299 2831 E― ma‖ i点弱 san gr" 学 会 HP htpン /― jo取 『JP



  

● 日本動物看護学会｢第 17 回大会｣のご案内● 

あアあ あアあ あアあ  

今回も皆様とご⼀緒に、動物看護の職務や動物看護学のあり⽅について、様々な観点から学び考えたいと思います。全国
からの多くのご来場をお待ちしています（写真は前回の様⼦）。 

 

主催／⽇本動物看護学会   共催（幹事校）／⽇本獣医⽣命科学⼤学 獣医学部 獣医保健看護学科 
⼤会⻑／福所秋雄（⽇本獣医⽣命科学⼤学 獣医学部 獣医保健看護学科主任・基礎部⾨ 教授）  
 

開催日 ２００８年７月１３日（日） 

 

会   場 東京都武蔵野市・日本獣医生命科学大学 動物医療センター5Ｆ（地図が最後にあり） 

JR 中央線・⻄武多摩川線 武蔵境駅南⼝より徒歩 2 分 

東京駅より中央線快速で約 40 分、新宿駅より中央線快速で約 20 分 

⽻⽥空港から東京モノレールと JR ⼭⼿線・中央線快速で 70〜80 分 

 

内   容 

１２：００～１２：１５ 開会あいさつ 

 

１２：１５～１３：５０ 教育講演 ―― 動物看護師の技術向上をめざして 

１２：１５〜１３：００ ４５分（講演後の質疑応答を含む） 

➊⼩動物領域における細胞診−どのような時に、どのような標本を作ればいいの？− 
呰上（あざがみ）⼤吾（⽇本獣医⽣命科学⼤学 獣医学部 獣医保健看護学科 臨床部⾨ 助教） 

１３：０５〜１３：５０ ４５分（あああああ〃ああああああ） 

➋感染症からみた衛⽣管理−動物病院における基本的対策はどうすればいいの？− 
⻘⽊博史（⽇本獣医⽣命科学⼤学 獣医学部 獣医保健看護学科 基礎部⾨ 講師） 

 

１３：５５～１４：２０ 第 14 回定時総会 

１２：００～１２：３０ ●本学会運営に関する重要事項の報告・承認を⾏います。本会会員はぜひご出席ください。  

 

１４：３０～１７：００ 一般演題発表 ―― 動物看護について共に学び考えましょう 

●⿃クラミジア症についての看護記録／⼩沢知美（神奈川県・横浜⼩⿃の病院 動物看護師） 
●椎間板ヘルニアに対して⾏った術後のリハビリの⼀例 

／安楽⾥友理（愛知県・あいち⽝猫医療センター 本学会認定動物看護師） 

●院内教育とスタッフの育成を考える／瀬⼾晴代（広島県・⻄⾕獣医科病院 本学会認定動物看護師） 
●⽝の椎間板ヘルニアの⼿術後の看護計画について−標準看護計画作成とクリニカルパスの導⼊− 

／河原⽊厚⼦・⻄⾕孝⼦（広島県・⻄⾕獣医科病院 本学会認定動物看護師） 
●演題調整中／⽥村浩美（北海道・帯広畜産⼤学附属家畜病院 本学会認定動物看護師） 
●シェルター−動物を護るということ in ARK−／清⼭陽⼀（栃⽊県・とうごう動物病院 動物看護師） 

●発表９分＋質疑応答３分   ●4 ⽉ 15 ⽇現在受付分・仮題を含む・当⽇の発表順序は今後決定 

 



  

 

１７：１０～１８：３０ 懇親会  ●学内にて・別途会費なし 

 

 

参加料 本会会員３,０００円    本会会員以外４,０００円 

入場料 学生<専門学校生・大学生・大学院生など> １,０００円（学生証を提示） 

入場料 事前登録制度はありません。当日直接ご来場ください。 

 

 

関今回大会の <一般演題発表> を受付中です 
 

●「動物看護の事例報告」「⼈と動物の関係全般」に関するものであれば、テーマは⾃由です。 
●動物看護師・研究者などどなたでも発表できます。ただし、本会員以外の⽅は⼊会が必要です。 
●1 つの発表時間は 9 分間です（発表後に質疑応答 3 分あり）。 

●受付〆切は 5 ⽉ 27 ⽇（⽕）です。時間枠が埋まり次第〆切りますので、お急ぎください。 

このホームページのトップにある今回⼤会の項⽬から、申込⽤紙を⼊⼿して記⼊の上、本学会 
事務局へ FAX でお送りください（FAX  No.03-5298-2851）。 

●発表資料の作成⽅法や発表⼿順がわからない⽅へは、本学会が⽅法をお知らせします。 
●発表は無料です（⼤会⼊場料は必要）。 

 
現職の動物看護師からの「動物看護の実例報告」に、特に期待しています。個々の動物看護師が各院で⾏っ
たこと・⼯夫したこと・感じたこと・疑問に思うことを、個⼈の枠内にとどめず“同じ職種の全国 
の仲間”に広く知らせてください。それらを皆で共有・考察したいと思います。 
 
この蓄積がわが国の動物看護学を進展させると共に、動物看護職の地位向上の原動⼒にもなると、 
本学会では考えています。前回⼤会の発表内容（15 題）は、このホームページのトップにある今回⼤会の項
⽬からアクセスできますので、ご参照ください。 
 
今回⼤会では、<学⽣発表（⼤学⽣や専⾨学校⽣の学校・クラス・研究室・個⼈単位）><ポスター発 
表（動物看護師・研究者・学⽣を対象）>も募集しています。学会事務局までお問合せください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

大会会場（日本獣医生命科学大学 動物医療センター）は、 

下図右下の第一校舎にあります。 

 

 

日本獣医生命科学大学ホームページより 
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